
JP 4158552 B2 2008.10.1

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影レンズが繰込まれる収納領域と撮影レンズが繰出される撮影領域との間でレンズ鏡
胴を伸縮自在に駆動する鏡胴駆動機構と、
　上記レンズ鏡胴の動きに連動して、レンズ鏡胴の前方に配置されたレンズバリアを開閉
させるバリア開閉機構とを有するカメラにおいて、
　鏡胴駆動機構とバリア開閉機構との間に介在して両者が連結された連結状態と、鏡胴駆
動機構とバリア開閉機構との間から退避して両者が非連結にされる非連結状態とに切替え
る連結切替手段と、
　レンズバリアの動きをロックするバリアロック手段とを備え、
　レンズ鏡胴が収納領域から撮影領域に向けて一方向に動くと、連結切替手段が鏡胴駆動
機構とバリア開閉機構との間に介在して両者を連結した連結状態となり、
　レンズ鏡胴がさらに一方向に動くと、バリア開閉機構が作動してレンズバリアが開状態
になり、
　レンズ鏡胴が逆方向に動くと、バリアロック手段が働いてレンズバリアが開状態にロッ
クされるとともに、連結切替手段が非連結状態に退避して、
　レンズバリアの開状態のロックが撮影領域で行われて、
　鏡胴駆動機構が撮影領域で動作する際には、鏡胴駆動機構がバリア開閉機構とは切り離
されて駆動されることを特徴とするカメラ。
【請求項２】
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　上記バリア開閉機構は、
　開口部を有するリング状台板と、
　少なくとも上記開口部に対応する部分に開口部を有し、台板に対して回動自在の駆動板
と、
　上記台板と上記駆動板との間にあって、上記台板の開口部を開閉すべく、台板に回動自
在に枢着されたレンズバリアとで構成され、
　駆動板が光軸回りに回動駆動されることによりレンズバリアが開閉されることを特徴と
する、請求項１記載のカメラ。
【請求項３】
　上記鏡胴駆動機構を構成する回転筒には、光軸方向に延在して光軸回りに回動する回動
係合部が設けられており、
　該回動係合部が光軸回りに回動するときの回動駆動力は、バリア開閉機構の開閉、並び
にバリアロック手段及び連結切替手段の作動に利用されることを特徴とする、請求項２記
載のカメラ。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、カメラに関し、詳しくは、撮影レンズを保護するためにその正面側に開閉可能
に構成されるカメラのバリア開閉機構に関し、特に、非撮影領域でのレンズ鏡胴の繰り出
し量が少ない場合でもレンズバリアが安定的に開閉するバリア開閉機構に関する。
【０００２】
【従来の技術】
カメラのバリア開閉機構には、その駆動源としてレンズ鏡胴のカム環の回転力を利用する
タイプのものがある。この場合、バリア開閉機構は、直進筒に固定されるリング状台板と
、台板に対して回動自在のリング状駆動板と、台板と駆動板との間にあって、台板に開閉
自在に装着されたレンズバリアとが重畳的に配設された構造をしており、レンズバリアの
回動により開口部が開閉される。
【０００３】
テレ側からワイド側まで光学的にズーミングするとともに非使用時には沈胴するカメラに
おいて、レンズ鏡胴は、沈胴位置からワイド位置を経てテレ位置まで光軸方向に移動する
。従来のレンズバリアの開閉は、レンズ鏡胴が光軸方向に繰出／繰込の移動を行う際に、
レンズ鏡胴が沈胴位置からワイド位置までの範囲で動いて撮影に関係しない非撮影領域で
行われている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
【特許文献１】
特開２００１－２１５５５９号公報
【０００５】
特許文献１に開示された沈胴し且つズーム機能を有するカメラにおいては、光学ズームの
高倍率化並びに焦点距離のワイド化が要望されている。光学ズームの高倍率化に伴って、
光軸方向に延在する筒が長尺化する。長尺化した筒を従来と同じような収納スペースに収
納するために、レンズ鏡胴の非撮影領域（収納領域）での移動量を短縮化する必要がある
。また、ワイド化すなわち焦点距離を短くすることに伴って、沈胴位置からワイド位置ま
での非撮影領域（収納領域）でのレンズ鏡胴の移動量が少なくなる。いずれにしても、非
撮影領域（収納領域）でのレンズ鏡胴のわずかな移動量で、レンズバリアを開閉させる必
要がある。したがって、従来のバリア開閉機構では、図１に示すように、レンズ鏡胴が沈
胴位置からワイド位置まで光軸方向に移動する際の非撮影領域（収納領域）というレンズ
鏡胴のわずかな移動量しか利用されていないために、各構成部材の寸法誤差の影響がレン
ズバリアの開閉動作に現れてしまうので、レンズバリアの開閉状態にばらつきが生じやす
いという問題を有している。
【０００６】
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また、レンズバリア開閉専用のアクチュエータやフォーカスモータを使用したバリア開閉
駆動機構は、高コストでサイズの大型化という問題を有している。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の解決すべき技術的課題は、沈胴し且つズーム機能を有するカメラにおい
て、非撮影領域（収納領域）でのレンズ鏡胴の移動量に制約されずに確実な開閉動作を行
うとともに低コストのバリア開閉機構を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段・作用・効果】
上記技術的課題を解決するために、本発明は、撮影レンズが繰込まれる収納領域と撮影レ
ンズが繰出される撮影領域との間で伸縮自在なレンズ鏡胴と、上記レンズ鏡胴の動きに連
動して、レンズ鏡胴の前方に配置されたレンズバリアを開閉させるバリア開閉機構とを有
するカメラにおいて、レンズバリアの開動作が少なくとも撮影領域を含む領域で行われる
ことを特徴としている。
【０００９】
上記構成によれば、レンズバリアの開動作が少なくとも撮影領域を含む領域すなわち撮影
領域や収納領域で行われるので、レンズバリアを開閉させるためのレンズ鏡胴の大きな移
動量が確保されて、確実な開閉動作を行うことができる。また、専用のアクチュエータ等
も不要であるので、低コストで小型サイズのバリア開閉機構を構成することができる。
【００１０】
また、上記撮影領域において、撮影レンズが複数の焦点域を有し、撮影待機状態において
、撮影レンズが上記撮影領域の大略中間位置で待機している。大略中間位置で待機してい
る撮影レンズは、いずれの焦点域に対しても短時間で移動することができるので、ズーム
レンズあるいは多焦点レンズ等の複数の焦点域を有するレンズでの使い勝手が良好である
。
【００１１】
撮影レンズが繰込まれる収納領域と撮影レンズが繰出される撮影領域との間でレンズ鏡胴
を伸縮自在に駆動する鏡胴駆動機構と、上記レンズ鏡胴の動きに連動して、レンズ鏡胴の
前方に配置されたレンズバリアを開閉させるバリア開閉機構とを有するカメラにおいて、
鏡胴駆動機構とバリア開閉機構との間に介在して両者が連結された連結状態と、鏡胴駆動
機構とバリア開閉機構との間から退避して両者が非連結にされる非連結状態とに切替える
連結切替手段と、レンズバリアの動きをロックするバリアロック手段とを備え、レンズ鏡
胴が収納領域から撮影領域に向けて一方向に動くと、連結切替手段が鏡胴駆動機構とバリ
ア開閉機構との間に介在して両者を連結した連結状態となり、レンズ鏡胴がさらに一方向
に動くと、バリア開閉機構が作動してレンズバリアが開状態になり、レンズ鏡胴が逆方向
に動くと、バリアロック手段が働いてレンズバリアが開状態にロックされるとともに、連
結切替手段が非連結状態に退避して、レンズバリアの開状態のロックが撮影領域で行われ
て、鏡胴駆動機構が撮影領域で動作する際には、鏡胴駆動機構がバリア開閉機構とは切り
離されて駆動されることを特徴としている。
【００１２】
上記構成によれば、レンズ鏡胴が一方向に動くと、撮影領域又は収納領域において、連結
切替手段が鏡胴駆動機構とバリア開閉機構との間に介在して両者が連結された連結状態と
なる。レンズ鏡胴がさらに一方向に動くと、バリア開閉機構が作動してレンズバリアが開
状態になる。レンズ鏡胴が逆方向に動くと、バリアロック手段が働いてレンズバリアが開
状態にロックされる。このとき、レンズ鏡胴は撮影領域にある。それとともに、連結切替
手段が非連結状態に退避して、鏡胴駆動機構が撮影領域で動作する際には、鏡胴駆動機構
がバリア開閉機構とは切り離されて独立して駆動される。レンズバリアの開動作が撮影領
域や収納領域で行われるので、レンズバリアを開閉させるためのレンズ鏡胴の大きな移動
量が確保されて、確実な開閉動作を行うことができる。また、専用のアクチュエータ等も
不要であるので、低コストで小型サイズのバリア開閉機構を構成することができる。
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【００１３】
バリア開閉機構は、様々に構成することができるが、開口部を有するリング状台板と、少
なくとも上記開口部に対応する部分に開口部を有し、台板に対して回動自在の駆動板と、
上記台板と上記駆動板との間にあって、上記台板の開口部を開閉すべく、台板に回動自在
に枢着されたレンズバリアとで構成され、駆動板が光軸回りに回動駆動されることにより
レンズバリアが開閉されることが好ましい。
【００１４】
上記構成によれば、駆動板の回動でレンズバリアが開閉されるので、バリア開閉機構の構
造が簡単である。
【００１５】
好ましくは、鏡胴駆動機構を構成する回転筒には、光軸方向に延在して光軸回りに回動す
る回動係合部が設けられており、該回動係合部が光軸回りに回動するときの回動駆動力は
、バリア開閉機構の開閉、並びにバリアロック手段及び連結切替手段の作動に利用される
。
【００１６】
上記構成によれば、バリア開閉機構、並びにバリアロック手段及び連結切替手段の駆動手
段として、回転筒に設けられた回動係合部が用いられており、別体の専用アクチュエータ
等の駆動手段を必要としないので、低コストで小型サイズのバリア開閉機構が実現される
。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の一実施形態に係るカメラのバリア開閉機構について、図２～図１７を参
照しながら詳細に説明する。
【００１８】
図２は、本発明に係るレンズ鏡胴１０の動きとレンズバリア４２の開閉との関係を示す図
である。
【００１９】
図３は、レンズバリアユニット４０がカメラに装着されたレンズ鏡胴１０の正面側に取付
けられた状態を示している。レンズ鏡胴１０は、直進筒３０と、回転筒であるカム環２０
と、直進筒３０に内蔵されて被写体から入射した光をフィルム面に結像させる撮影レンズ
１２とを備えている。レンズバリアユニット４０は、直進筒３０の正面側に設けられたネ
ジ穴１１２に対して固定ネジで螺合されている。撮影レンズ１２は、広角（ワイド）域や
望遠（テレ）域にそれぞれ焦点を有する。なお、カメラは、銀塩式のもの、電荷結合素子
（ＣＣＤ）等を用いたデジタル式のもののいずれであってもよい。
【００２０】
図４は、レンズ鏡胴駆動機構の部分的分解斜視図である。また、図５は、レンズ鏡胴駆動
機構の組立て斜視図である。レンズ鏡胴１０は、その正面側においてレンズバリアユニッ
ト４０が装着される直進筒３０と、直進筒３０の外側にあって直進筒３０に対して回動可
能に嵌合するカム環２０とを備える。直進筒３０は、その正面側において、光軸２方向に
延在する当接係止ボス１１３及び係止部材用ボス１１１を有する。当接係止ボス１１３は
、後述する連動部材６０を受け止める位置に配置されている。係止部材用ボス１１１は、
係止部材７０を回動自在に軸支する突起部材である。回転筒であるカム環２０は、その正
面側の内壁において、光軸２方向に延在する押圧片２２（回動係合部）を有している。ま
た、カム環２０の内壁面には、カム溝２４が形成されている。後述するように、押圧片２
２は、光軸２を中心とした円周軌道である周回軌道２２’の上を回動する。
【００２１】
図６は、レンズバリアユニット４０を背面側から見た分解斜視図である。レンズバリアユ
ニット４０は、正面側から、台板５０、一対のレンズバリア４２及び駆動板９０の順序で
重畳的に配設された構造をしている。
【００２２】
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台板５０は、大略リング形状であって、コーナー部が丸みを持った略矩形の開口部を備え
る。リング状部分の背面側には、光軸２を点対称中心として配置された一対の直進筒取付
用ボス５１が突設されている。これらの直進筒取付用ボス５１は筒状であって、その中に
貫通したボス穴９９ａが形成されている。また、リング状部分には、直進筒取付用ボス５
１に隣接して、光軸２を点対称中心として配置された一対の捩りコイルバネ用ボス５２が
背面側に突設されている。捩りコイルバネ用ボス５２には、後述するレンズバリア用捩り
コイルバネ１００が装着される。また、リング状部分には、対向配置された２つの係着摺
動部５７が設けられている。
【００２３】
開口部を閉じるための一対のレンズバリア４２は、同一形状をした第１レンズバリアと第
２レンズバリアとから構成される。第１レンズバリア及び第２レンズバリアは、それぞれ
、光軸２を点対称中心とする位置にある。
【００２４】
第１レンズバリア及び第２レンズバリアは、略「く」の字状の平板である羽根本体と、羽
根本体の基端に設けられて直進筒取付用ボス５１に枢着されて直進筒取付用ボス５１を中
心に回動するためのボス穴９９ａを有する軸部と、羽根本体の反対側に軸部から延在する
スプリング係合部とを備えている。スプリング係合部には、略長手方向に延在するスリッ
ト状の突出片用ガイド穴７９が形成されている。このガイド穴７９は、後述する捩りコイ
ルバネ１００の第２突出片１０３ｂと係合する。
【００２５】
羽根本体の遠心側の側面には、切欠係止部４３が形成されている。レンズバリア４２が開
状態に戻るときには、切欠係止部４３が当接係止片１１０に当接して、レンズバリア４２
が係止される。
【００２６】
大略リング形状をした駆動板９０は、光軸２を中心にして回動する。駆動板９０は、それ
ぞれが対向配置された一対のボス用ガイド穴９３及びスプリング係止ガイド穴９６とを備
えている。一対のボス用ガイド穴９３は、光軸２を中心にして円弧状に延在しており、直
進筒取付用ボス５１が挿通される。一方のボス用ガイド穴９３の近傍にはスプリング係着
部９５が設けられており、引張の駆動スプリング１２１の一端が係着される。スプリング
係止ガイド穴９６も同様に、光軸２を中心にして円弧状に延在しており、台板５０に形成
されたスプリング係止片１２０が挿通される。引張の駆動スプリング１２１の他端がスプ
リング係止片１２０に係着される。したがって、圧縮方向のバネ付勢力が付勢されており
、駆動板９０が、背面視、反時計回り（レンズバリア４２を閉じる方向）にバネ付勢され
ている。すなわち、駆動板９０が、正面視、時計回りに付勢されている。
【００２７】
リング状部分９４の背面側の外周縁の光軸２側には、光軸２を中心にして円弧状に延在す
る押圧受け部１３３が設けられている。すなわち、押圧受け部１３３が押圧片２２に対し
て径方向にずれた位置にある。連動部材６０の後方押圧受け部６４が押圧受け部１３３の
一端に当接して、押圧片２２の押圧力が、前方押圧受け部６１、作用部６５、後方押圧受
け部６４、及び押圧受け部１３３を経て駆動板９０に伝達される。この押圧受け部１３３
が、連動部材６０を介して、カム環２０の押圧片２２で押動されることにより、駆動板９
０が回動する。また、リング状部分９４の背面側の内周縁近傍には、円弧状に延在する係
止受け部１３２が設けられている。係止受け部１３２の一端が、係止部材７０の係止部７
２に当接係止して、駆動板９０の回動をロックする。係止受け部１３２と係止部材７０と
が、レンズバリア４２の動きをロックするバリアロック手段として機能している。
【００２８】
大略径方向に延在するスリット９２が、それぞれ、捩りコイルバネ用ボス５２の近傍であ
って捩りコイルバネ１００の第１突出片１０３ａに対応する位置に設けられている。捩り
コイルバネ１００の第１突出片１０３ａがスリット９２に係着される。
【００２９】
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レンズバリア４２にバネ付勢力を提供する捩りコイルバネ１００は、金属又は樹脂等の弾
性体からなり、バネ付勢力を発生させるコイル部１０１と、コイル部１０１の駆動板９０
側の一端及び台板５０側の他端からそれぞれ横方向に延在する第１アーム部１０２ａ及び
第２アーム部１０２ｂと、各アーム部１０２ａ，１０２ｂからそれぞれ軸方向且つ背面方
向に延在する第１突出片１０３ａ，第２突出片１０３ｂとから構成されている。コイルバ
ネ１００のコイル部は捩りコイルバネ用ボス５２に挿通される。捩りコイルバネ１００の
少なくともコイル部１０１はレンズバリア４２の厚みより小さく、捩りコイルバネ１００
が台板５０と駆動板９０との隙間に収納されている。
【００３０】
係止部材７０にバネ付勢力を提供する係止部材用捩りコイルバネ１４１は、金属又は樹脂
等の弾性体からなり、バネ付勢力を発生させるコイル部と、コイル部の駆動板側の一端及
び台板側の他端からそれぞれ横方向に延在する二つのアーム部を備えている。コイルバネ
１４１のコイル部は係止部材用ボス１１１に挿着される。
【００３１】
連動部材６０にバネ付勢力を提供する連動部材用捩りコイルバネ１４２は、金属又は樹脂
等の弾性体からなり、バネ付勢力を発生させるコイル部と、コイル部の駆動板９０側の一
端及び台板５０側の他端からそれぞれ横方向に延在する二つのアーム部を備えている。コ
イルバネ１４２のコイル部は捩りコイルバネ用ボス１３６に挿着される。
【００３２】
リング状部分９４の外周縁には、部分的に切り欠かれて、光軸２を中心にして円弧状に延
在する係着部９７が設けられている。この係着部９７は台板５０の係着摺動部５７とパッ
チンと係着して、駆動板９０が台板５０に対して光軸２を中心にして摺動しながら回動し
、光軸２方向の動きが規制されている。
【００３３】
係止部材７０は、略矩形形状の板材であり、中央部より偏心した位置に軸穴７７を有する
。軸穴７７が係止部材用ボス１１１に挿通される。係止部材７０の外側には、径方向に突
出した押圧受け部７１が設けられている。係止部材７０の内側には、係止部７２が設けら
れている。係止部７２は、駆動板９０の背面側に設けられた係止受け部１３２に当接して
、レンズバリア４２の開状態を保持する。また、コイルバネ１４２の第１アーム部と係合
する係合部が設けられている。係止部材７０は、係止部材用ボス１１１を中心に回動し、
係止部７２が光軸２方向に向くようにバネ付勢されている。したがって、押圧片２２で押
圧受け部７１が当接して押圧されると、係止部７２が反光軸方向に動き、押圧片２２と押
圧受け部７１との当接が解除されると、コイルバネ１４２のバネ付勢力で係止部７２が光
軸２方向に動く。
【００３４】
横長形状をした板材の連動部材６０は、係止部材７０より遠方の偏った位置において、軸
穴６７を有する。軸穴６７は、部材用ボス１３１に挿通される。係止部材７０の側に設け
られた作用部６５の前方すなわち係止部材７０側には、反光軸方向から順に、前方押圧受
け部６１、当接受け部６２、係止受け部６３が配置されている。前方押圧受け部６１から
当接受け部６２までは、滑らかに変化しており、当接受け部６２が前方押圧受け部６１よ
り軸穴６７の側に引っ込んでいるので、全体として、傾斜した面が構成されている。当接
受け部６２から係止受け部６３までは、急峻に変化しており、係止受け部６３では、反光
軸側すなわち外側に凹んでいる。作用部６５の後方すなわち軸穴６７側には、後方押圧受
け部６５が設けられている。前方押圧受け部６１は最も外側に配置され、後方押圧受け部
６５は前方押圧受け部６１よりも内側すなわち光軸２の側に配置されている。
【００３５】
また、連動部材６０においては、捩りコイルバネ用ボス１３６に挿通されたコイルバネ１
４２の一方のアーム部と係合する係合部が設けられている。連動部材６０は、捩りコイル
バネ用ボス１３６を中心に回動し、作用部６５が光軸２方向に動くように付勢されている
。また、連動部材６０が駆動板９０から脱落しないように、連動部材６０は押え板８０と
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駆動板９０との間で回動自在に挟持されている。すなわち、薄板状の押え板８０の二つの
装着用貫通穴に対して、捩りコイルバネ用ボス１３６の突起部及び連動部材用ボス１３１
の突起部を嵌着させることによって、押え板８０が駆動板９０に取付けられている。
【００３６】
レンズバリア４２が開いた状態にあるときは、連動部材６０は駆動板９０のリング状部分
９４に隠れるような位置にあって、当接受け部６２が当接係止ボス１１３に当接すること
で連動部材６０が係止している。レンズバリア４２を閉じる方向に、駆動板９０が回動す
ると、駆動板９０上に設けられた連動部材６０の作用部６５は当接係止ボス１１３に当接
しながら、作用部６５を反光軸方向に回動させる。その結果、連動部材６０の作用部６５
は、係止受け部６３の位置で当接係止ボス１１３と当接係止した状態で一時的にロック（
規制）される。このとき、作用部６５の前方押圧受け部６１は、反光軸方向に突き出て、
押圧片２２が円周軌道である周回軌道２２’の上に位置している。
【００３７】
図１７は、各ボス１１１，１１３，１３６の周辺構成がよく分かるように図示したもので
ある。図１７は、図１０及び１２のレンズバリアユニット４０において、線Ｃ－Ｃ、線Ａ
－Ａ、及び線Ｂ－Ｂでの断面を矢印の方から見た断面図を示している。
【００３８】
図１７の（Ａ）において、連動部材用捩りコイルバネ１４２のコイル部は、捩りコイルバ
ネ用ボス１３６に枢着されている。連動部材用捩りコイルバネ１４２の一方のアーム部が
連動部材６０の係合部に当接して、バネ付勢力が連動部材６０に印加されている。図１７
の（Ｂ）において、連動部材６０が当接係止ボス１１３に当接係止されていることが示さ
れている。図１７の（Ｃ）において、係止部材用捩りコイルバネ１４１のコイル部は、係
止部材用ボス１１１に枢着されている。係止部材用捩りコイルバネ１４１の一方のアーム
部が係止部材７０の係合部に当接して、バネ付勢力が係止部材７０に印加されている。
【００３９】
連結切替手段は、押圧片２２、連動部材６０、当接係止ボス１１３、連動部材用捩りコイ
ルバネ１４２、及び駆動板９０の押圧受け部１３３によって構成されている。そして、押
圧受け部１３３が押圧片２２に対して径方向にずれた位置に配置されているので、連動部
材６０の作用部６５が押圧片２２と押圧受け部１３３との間に介在しなければ、押圧片２
２と押圧受け部１３３とが連結されることはない。したがって、押圧片２２が回動する周
回軌道２２’上に、連動部材６０の作用部６５が進退すなわち進入又は退避することによ
って、押圧片２２からの押圧力が駆動板９０に伝達される連結状態と、押圧片２２からの
押圧力が駆動板９０に伝達されない非連結状態とに切替えられる。
【００４０】
次に、図２及び図７～１７を参照しながら、レンズ鏡胴１０の動き、すなわちカム環２０
に設けられた押圧片２２の動きと、レンズバリア４２の開閉動作との関係について説明す
る。
【００４１】
カメラを使用しない非撮影領域では、レンズ鏡胴１０は沈胴位置（収納状態）にあるが、
カメラ本体に設けられたメインスイッチ（不図示）をＯＮにすると、レンズ鏡胴１０が繰
出されて、レンズバリアユニット４０が全開して撮影可能状態になる。すなわち、図７に
示すように、全開状態のレンズバリアユニット４０では、レンズバリア４２が開口部の周
辺にあるリング状部分９４に隠れるように退避している。台板５０と駆動板９０との間に
設けられた駆動スプリング１２１により、正面視、時計回りのバネ付勢力が駆動板９０に
作用しているが、駆動板９０の係止受け部１３２が係止部材７０の係止部７２でロックさ
れているので、レンズバリア４２の全開状態が保持されている。また、連動部材６０の当
接受け部６２は、連動部材用捩りコイルバネ１４２でバネ付勢された状態で、当接係止ボ
ス１１３に当接している。さらに、連動部材６０は、リング状部分９４に隠れるように退
避しているので、前方押圧受け部６１は、押圧片２２の周回軌道２２’の上には存在しな
い。このような状態では、カム環２０の押圧片２２が、連動部材６０を介して、駆動板９
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０の押圧受け部１３３に当接することはない。
【００４２】
この状態から、レンズ鏡胴１０を沈胴状態に移行させるために、カム環２０が時計回りに
回動されて、レンズ鏡胴１０が繰込まれる。カム環２０が時計回りに回動すると、図８に
示すように、カム環２０の押圧片２２が係止部材７０の押圧受け部７１に当接する。そし
て、係止部材７０が時計回りに回動して、係止受け部１３２と係止部７２とのロックが解
除される。すなわち、図８は、図２での係止解除区間の開始位置に対応している。
【００４３】
カム環２０がさらに時計回りに回動すると、図９に示すように、係止部材７０が時計回り
に回動するとともに、駆動板９０も時計回りに回動する。駆動板９０の時計回りの回動に
伴って、当接係止ボス１１３に当接している連動部材６０の作用部６５は、反光軸側すな
わち外方に移動する。そして、連動部材６０が連動部材用ボス１３１を中心にして反時計
回りに回動する。その結果、当接係止ボス１１３は係止受け部６３に近い当接受け部６２
と当接する。
【００４４】
カム環２０がさらに時計回りに回動すると、図１０に示すように、駆動スプリング１２１
のバネ付勢力によって、駆動板９０が時計回りにくるっと回動して、レンズバリア４２が
閉じられる。押圧受け部１３３が後方押圧受け部６４に当接して、バネ付勢力が受け止め
られる。図９において説明したのと同様に、連動部材６０が連動部材用ボス１３１を中心
にしてさらに反時計回りに回動する。図１０では、前方押圧受け部６１が、押圧片２２の
周回軌道２２’の上に進入するようになる。
【００４５】
カム環２０がさらに時計回りに回動すると、図１１に示すように、駆動板９０が時計回り
に回動するが、当接受け部６２から係止受け部６３に沿って動く当接係止ボス１１３が、
凹状の係止受け部６３に遊嵌される。したがって、レンズバリア４２の閉じられた状態が
一時的にロックされている。すなわち、連動部材６０と当接係止ボス１１３とが、レンズ
バリア４２の動きをロックするバリアロック手段として機能している。レンズバリア４２
が閉じた状態でのレンズバリア用捩りコイルバネ１００のオーバーチャージ（レンズバリ
ア４２の閉状態の保持）が行われている。また、図１１では、前方押圧受け部６１が、押
圧片２２の周回軌道２２’の上に位置している。図１１に示したレンズバリアユニット４
０の状態は、図２での係止解除区間が終了して、レンズ鏡胴１０が完全に沈胴した状態で
カメラボディに収納されて非撮影領域（収納領域）の最も背面側の位置にあることに対応
している。
【００４６】
カメラ本体に設けられたメインスイッチ（不図示）をＯＮにすると、カム環２０が反時計
回りに回動して、レンズ鏡胴１０が繰出される。これに伴って、係止部材７０の押圧受け
部７１とカム環２０の押圧片２２との当接が解除される。押圧片２２が大きく反時計回り
に回動すると、図１２に示すように、押圧片２２が、周回軌道２２’の上に位置している
前方押圧受け部６１に当接する。そして、後方押圧受け部６５が押圧受け部１３３に当接
している。したがって、押圧片２２と押圧受け部１３３との間に連結部材６０が介在して
いる。
【００４７】
カム環２０が反時計回りに回動すると、図１３に示すように、押圧片２２の回転押圧力が
、連結部材６０を介して、押圧受け部１３３に伝達されて、駆動板９０が反時計回りに回
動される。このとき、凹状の係止受け部６３が当接係止ボス１１３から離れており、当接
係止ボス１１３と凹状の係止受け部６３との遊嵌が解除されている。
【００４８】
カム環２０がさらに反時計回りに回動すると、図１４に示すように、押圧片２２の回転押
圧力が、連結部材６０を介して、押圧受け部１３３に伝達されて、駆動板９０が反時計回
りに回動される。このとき、駆動板９０の反時計回りに回動によって、レンズバリア４２
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が開いた状態になる。駆動スプリング１２１のチャージ、及び、レンズバリア４２が開い
て状態でのレンズバリア用捩りコイルバネ１００のオーバーチャージ（レンズバリア４２
の開状態の保持）が行われている。なお、係止部材７０の係止部７２の内側端部は、係止
部材用捩りコイルバネ１４１でバネ付勢されながら、係止受け部１３２に当接している。
【００４９】
カム環２０がさらに反時計回りに回動すると、図１５に示すように、押圧片２２の回転押
圧力が、連結部材６０を介して、押圧受け部１３３に伝達されて、駆動板９０が反時計回
りに回動される。このとき、当接係止ボス１１３と凹状の係止受け部６３との遊嵌が解除
されている。それとともに、係止部材用捩りコイルバネ１４１のバネ付勢力によって、係
止部材７０が係止部材用ボス１１１を中心に反時計回りに回動して、係止部７２が係止受
け部１３２の軌道に進入するが、係止部材７０の係止部７２と係止受け部１３２との当接
がいったん解除される。そして、係止部７２と係止受け部１３２との間には、わずかな間
隙が形成される。
【００５０】
次に、カム環２０が反転して時計回りに回動すると、駆動スプリング１２１のバネ付勢力
によって、連結部材６０を介して、駆動板９０が時計回りに回動される。その結果、図１
６に示すように、係止受け部１３２が係止部７２に当接するので、駆動板９０の時計回り
の回動がロック（規制）され、レンズバリア４２の開状態が保持される。このとき、連動
部材用捩りコイルバネ１４２でバネ付勢された連動部材６０が連動部材用ボス１３１を中
心に時計回りに回動して、当接受け部６２が当接係止ボス１１３に当接する。さらに、連
動部材６０は、リング状部分９４に隠れるように退避しているので、前方押圧受け部６１
は、押圧片２２の周回軌道２２’の上には存在しない。したがって、カム環２０の押圧片
２２が、連動部材６０を介して、駆動板９０の押圧受け部１３３に当接することはない。
図１５から図１６までの動きは、図２での連動部材６０の収納区間に対応している。そし
て、図１６に示したレンズバリアユニット４０の状態は、図２でのバリア開動作終了の位
置に対応している。
【００５１】
そのあと、カム環２０は、図２に示すように、広角側または望遠側に回動して、所定の撮
影待機位置に移動する。
【００５２】
なお、図２において、レンズバリア４２の開動作が撮影領域で開始されているが、レンズ
バリア４２の開動作が非撮影領域（収納領域）から開始されるように構成することもでき
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来のレンズ鏡胴の動きとレンズバリアの開閉との関係を示す図である。
【図２】　本発明に係るレンズ鏡胴の動きとレンズバリアの開閉との関係を示す図である
。
【図３】　本発明に係るバリア開閉機構を有するレンズ鏡胴の沈胴時の断面図である。
【図４】　レンズ鏡胴駆動機構の部分的分解斜視図である。
【図５】　レンズ鏡胴駆動機構の組立て斜視図である。
【図６】　本発明に係るレンズバリアユニットを背面側から見た分解斜視図である。
【図７】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である。
【図８】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である。
【図９】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である。
【図１０】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である
。
【図１１】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である
。
【図１２】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である
。
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【図１３】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である
。
【図１４】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である
。
【図１５】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である
。
【図１６】　図６に示したレンズバリアユニットにおいて、台板を省略した正面図である
。
【図１７】　図３のバリア開閉機構の要部拡大図である。（Ａ）は図１２の線Ａ－Ａでの
断面を矢印の方から見た断面図である。（Ｂ）は図１２の線Ｂ－Ｂでの断面を矢印の方か
ら見た断面図である。（Ｃ）は図１０の線Ｃ－Ｃでの断面を矢印の方から見た断面図であ
る。
【符号の説明】
２　　　光軸
１０　　　レンズ鏡胴
１２　　　撮影レンズ
２０　　　カム環（回転筒）
２２　　　押圧片（回動係合部）
２２’　　周回軌道
２４　　　カム溝
３０　　　直進筒
４０　　　レンズバリアユニット
４２　　　レンズバリア
４３　　　切欠係止部
５０　　　台板
５１　　　直進筒取付用ボス
５２　　　捩りコイルバネ用ボス
５７　　　係着摺動部
６０　　　連動部材
６１　　　前方押圧受け部
６２　　　当接受け部
６３　　　係止受け部
６４　　　後方押圧受け部
６５　　　作用部
６７　　　軸穴
７０　　　係止部材
７１　　　押圧受け部
７２　　　係止部
７７　　　軸穴
７９　　　突出片用ガイド穴
８０　　　押え板
９０　　　駆動板
９２　　　スリット
９３　　　ボス用ガイド穴
９４　　　リング状部分
９５　　　スプリング係着部
９６　　　スプリング係止ガイド穴
９７　　　係着部
９９ａ　　ボス穴
１００　　レンズバリア用捩りコイルバネ
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１０１　　コイル部
１０２ａ　第１アーム部
１０２ｂ　第２アーム部
１０３ａ　第１突出片
１０３ｂ　第２突出片
１１０　　当接係止片
１１１　　係止部材用ボス
１１２　　ネジ穴
１１３　　当接係止ボス
１２０　　スプリング係止片
１２１　　駆動スプリング
１３１　　連動部材用ボス
１３２　　係止受け部
１３３　　押圧受け部
１３４　　内周部
１３６　　捩りコイルバネ用ボス
１４１　　係止部材用捩りコイルバネ
１４２　　連動部材用捩りコイルバネ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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